
64 計画づくり

横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）地域緑のまちづくり事業

湘南桂台地区の計画づくり
●地区の特性

　湘南桂台地区は、栄区の東南部、鎌倉市との

市境に接する丘陵地にあり、周囲には円海山周

辺の森があり豊かな自然に囲まれ、昭和 40 ～

50 年にかけて開発分譲された戸建て住宅を中心

とした住宅地です。教育施設や福祉施設、広幅

員の街路や緑道、大小 9つの公園等がいずれも

よく整備され、豊かな住環境が 40 年近く維持さ

れてきていますが、高い定住率と持家率により

近年は高齢化率が 50％に近づくなど、急速に街

全体の活力が失われかけていることが危惧され

ています。

●地区の緑の魅力

　丘陵地の緑を活かした多くの公園が地域内に

配置され、これらを結ぶ緑道の整備等、緑に

配慮した開発で豊かに育った緑と緑道が、まち

の骨格となり、表情をつくっています。住民の

緑に対する意識は高く、各家庭は緑や花を大事

にしています。地域全体として俯瞰したときに

も緑が多い住宅地になっています。また、桂台

を中心に、花好きな人たちが集まり、オープン

ガーデンのイベント実施や、公園の花壇づくり

等を行っているグループ（3G： Garden Garden 

Greenbook）があります。また、地域ケアプラ

ザのガーデニング講座の参加者から同施設内の

花壇ボランティアが生まれています。まちなか

の緑を育み楽しむ住民の活動が既に始まってい

ます。

●地区の緑の課題

　沿線の施設、学校、店舗等も巻き込んだハマ

ロードサポーター組織を立ち上げ、通りの緑化・

美化に取り組んでいますが、夏場の水遣りなど、

現メンバーの活動の負担が大きい状況も否めま

せん。活動に関わる仲間を増やすことや、植栽

基盤の改善、ローメンテナンスで関われる植栽

を検討し、地区の中心としてふさわしい通りや

単調な緑道の植栽の再生を行い、魅力ある緑の

シンボルとして蘇らせることが課題です。　

●地区の諸元

地区面積　　　約 64.4ha（約 1,600 世帯）

用途地域　　　第一種低層住居専用地域

　　第一種中高層住居専用地域

　　第二種中高層住居専用地域
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●計画策定のプロセス

　平成 25 年 7月の事業事例の視察後、湘南桂台自治会に「検討委員会」を発足させました。検討会でまち

歩きや話し合い、調整池についての学習会、公共施設・民間施設（イトーヨーカドー、セブンイレブン等）

の協議を行いました。

　当地区は既に緑に関する課題検討を重ねてきた経緯を持つ地区であることから、皆さんの提案をより深め

ていくことを中心に、「まちを知る」、「緑化イメージづくり」、「計画づくり」の段階に大きく分けて取り組み、

節目には地域の皆さんへの広報（自治会広報「桂山」・「自治会ニュース」、本事業広報「地域緑のまちづく

りニュース」）の活動やモデル緑化を行い、意

見を聞く機会を設け、計画づくりが進みまし

た。

　平成 26 年 3月には、「湘南桂台みどりの会」

にて、計画の最終確認を行った後、同３月の

湘南桂台自治会の理事会の場で計画の報告を

行い、地域緑化計画が確定しました。緑のま

ちづくりを推進していく団体として、「湘南桂

台みどりの会」が立ち上がりました。

○検討委員会にて持ち寄った緑化提案について協議しています

○葉色が美しい様々な樹種で街角をモデル緑化

○モデル緑化と同時に地域緑のまちづくりをパネル展示

○検討委員会では毎回議論が白熱しました



66 地域緑化計画

湘南桂台地区の地域緑化計画
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緑のまちづくり推進団体　湘南桂台みどりの会


